
 

道路網の寸断等により後方搬送ができない状況が想定される中、前方となる、より負傷者に
近い場所での医療救護活動を可能な限り強化する。

対策の方向性

 ～前方展開型の医療救護活動～
●地域の医療施設や医療従事者、さらには住民も参画した「総力戦」の体制づくりと必要な資機材の導入
●外部支援の到着や搬送機能の回復まで、地域に残存する医療資源で耐えうる体制の構築

南海トラフ地震では、いわゆる「瓦礫の下の医療」の展開までは困難であり、地域の医療機関に精一杯力を発揮してもらう
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地域ごとの医療救護の行動計画

災害時医療救護計画
第５期南海トラフ地震対策行動計画

全体方針

地域方針

課　題

・DMATの規模拡大及び早期かつ大量、継続的な投入体制の構築　　　　　　　　・医療機関が行う耐震化や資機材整備などの取組に対する支援の拡充

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・長期浸水対策　　　　　　　・地域医療の復旧・復興に向けた体制の検討 県と市町村等との連携による対策の検討
困難課題地域や震災後への対応

・県内医師等を地域の活動拠点等に搬送する仕組みづくり（具体化に向けた協議等）　　 ・多種多様な医療支援チームが効果的に活動できる受援態勢の整備（受援マニュアルの検証等）

医療従事者を地域に運ぶ仕組みや受援の体制づくり

国を挙げた災害医療体制の強化＜政策提言＞
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地域への支援の投入

地域ごとの体制の具体化
①個々の医療機関等の対策の充実
②医療従事者等のスキルアップ
③地域全体の医療救護力の向上

総力戦の体制づくり

・必要な対策の洗い出し
・地域の医療機関や住民の参画

・医療従事者の確保、技能向上

総力戦の人材確保

・医療救護施設等の防災力の強化
 （防災力の強化、資機材の整備）

総力戦の場所と資機材の確保

・災害医療対策会議による検討、
 災害時医療救護計画や地域ご
 との行動計画の見直し
・行政職員の医療救護に関する
 知識・技能の向上

・DMATの養成
・災害医療関係者の技能向上を
　図る研修や訓練の実施

・医療機関等の耐震化やBCP
　策定の促進
・医療救護施設等の施設、設備、
　備品等の整備

   災害医療対策会議や災害時医療救護計画見直し検討部会の開催、地域
   ごとの行動計画の検証、バージョンアップの支援    5,184千円

   市町村医療救護活動技能向上研修の実施           768千円

   大規模地震時の対応訓練（医療分野）の実施      5,168千円

   医師を対象とした災害医療研修の実施             5,235千円
   DMAT養成と災害医療関係者の技能向上を図る研修の実施  5,951千円

   高知大学と連携した災害・救急医療人材の育成・確保    12,000千円

       病院の耐震化（診断、設計、工事）への支援     131,816千円

         医療救護施設等の施設・設備・備品の整備、

      BCP策定、研修や訓練実施等への支援       108,878千円

・航空搬送拠点臨時医療施設（SCU）や総合防災拠点の機能の維持・強化

総合防災拠点（参集・活動拠点）等の機能の維持・強化
   SCUや総合防災拠点の医療機器の点検・整備      50,548千円

　令和４年度災害医療関係予算のポイント（地域の総力戦による「前方展開型」の医療救護体制の構築）

対　策 Ｒ４予算のポイント
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